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|ｽ灘に三万三i三Fin玉三＝食料需要の動き

大きな変動をもたらし，このことが供給者である

農家に大きく影響するといわれている。

本七においてよくいわれている農業の選択的拡

大などということも，農産物の需要構造が変動し

たことへの対応策の1つといえるのではなかろう

か。

以上のように，供給者としての立場にある農家

にとって経済の成長の高い現在のような段階で，

経済成長が食料消費（農産物需要）にどのような

影響をおよぼしているのか，また，一般に所得水

準の向上が消擬者の食生活の動向にどのような価

向をもたらしているかを知ることは大切なことと
思う。

さて，一般に経済成長率の高い,|,進的地域（国

家）においては，食料の需要が端大している。そ

れは総摂取カロリーの増大だけでなく，内容的に

も畜産物や'''１脂類の増加など食料需要の内容の高

度化と多様化が行われ，その結果として，澱粉率

(穀類澗我率)の低下が生じるといわれる。

ここで,ｉ'''１縄の食料の需給関係の統計を糸てみ

よう。

沖縄における1961年以降の食生活の動向から，

食料消費の動向を攻，農産物需要の動きをみてふ
たい。

まず，所得水準の向上が食料消蕊にどのような

影響を与えるかを承るための１つの指標としてエ

ンゲル係数をみてみよう。

所得（一世帯平均総所得額）の伸び率とエンゲ

総済の成長による所得水準の向｣二は，消費生活

を著しく変化させるとともに，生産物市場を拡大

している。しかし，市場における個々の生産物の

需要の動向は，全てＩｉｉ－ではなく需要条件の変動

により異なってくる。その需要条件を構造的，規

模n兆決定するのは価格条件を与件とすれば：－４ヅ

１．国民所得の水準と分配構造(分配のあり方）

２消費性向（`慣習要因）

３．網覆土の技術的要因

の３点の相関した動きによって決まるとされてい
る。

しかしながら，一般的には生産物市場の規模と

構造を決定する主要因は，(1)の国民所得の水準と

その分配構造であり，他の２つの条件の場合は交

通機関の発達などによる供給地の広域化，それに

よる供給条件の平準化，さらに教育機関，マスコ

ミなどの発達による技術の平準化などの中て，こ

れらは食生活を変えさせている決定的な要因と

は，なり得ないとされている。それ故に経済の成

長は食生活の変化をともない農産物の需要構造に
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備考：琉球政府統計庁（世帯経済調査より作成）



ル係数(飲食費/家計実支額)の動向をみると (第

1図参照),エンゲル係数は家計費に占める食料

費)の割合である｡ だから所得が増加するにつれ

て傾向としてエンゲル係数は相対的に低下してい

るといえる｡他方,家計費に占める飲食費の割合

は年々減少しているが,飲食費そのものの絶対額

は年々伸びてお り,1961年にくらベ1968年には約

1.9倍になっている｡ しか しながら家計費の伸び

率にくらべ飲食費の伸び率は小さく年々その差が

大きくなっていることがわかる (第2図参照)0

(以下次号につづく)｡

(安谷屋隆司)
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